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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、出産数の減少、教育時間数の少なさなどによって教育上の課題を有する看護系大

学学士課程の助産師学生の教育のうち、そのコアである産婦ケア（分娩介助を含む）の能力育

成のための効果的な教育方法の開発を目的に、学内演習、学外実習、視聴覚教材開発の３班に

分担して平成２１年度～２３年度までの３年間行ってきた。各班は所期の目的を達成させて、

それらの成果を毎年、関連学会において公表し、普及に努めた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The decreasing birthrate and lack of instruction time, among other factors, have resulted 

in problems in midwifery education in undergraduate courses at nursing colleges. In the 

present study, we aimed to develop effective educational methods for nurturing the ability 

to provide care for the mother and fetus during labor and delivery (including midwifery 

care), which forms the core of midwifery education, over the three-year period between 

academic years 2009 and 2011 by dividing tasks into the three groups of on-campus 

exercises, clinical practice, and development of audiovisual aids. Each of these groups 

achieved their expected goals and presented their achievements to relevant academic 

societies each year as part of their dissemination efforts. 

 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009年度 17,200,000 5,160,000 22,360,000 

 2010 年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

2011年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

総 計 30,50,0000 9,150,000 39,650,000 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：看護学・基礎看護学 

キーワード：看護教育学・教育方法の開発・教材開発 

 

１．研究開始当初の背景 
 本研究を企画した時には、我が国の助産師
教育は看護系大学における学士課程教育を
主流としながら、学部の専攻科や大学院にお

ける教育が開始されており、多様化が一段と
進んできていた。しかし、平成 21 年 7 月に
保健師助産師看護師法の一部が改正され、保
健師及び助産師教育の教育機関が 6ヶ月から
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1 年に変更されたことによって、専攻科や大
学院における教育が漸増し始めている。一方
で、保健医療福祉の変革によって、看護職の
実践能力のレベルに対する社会の期待は大
きくなり、保健師、助産師、看護師の教育に
おける卒業時の到達目標に反映されるよう
になってきた。その事実を平成 20 年 2 月に
出された厚生労働省医政局看護課長通知に
みることができる。特に、助産師に対しては
産科医の不足を補う専門職としての期待か
ら診療の補助技術の拡大への動きが見られ
る。そのような傾向に対して教育は国家試験
の受験資格を与える教育も兼ねている基礎
教育の到達目標とすべきか高度実践者を育
成する大学院教育の到達目標とすべきかは
慎重に考慮しなければならない。 
本研究は、助産師の国家試験受験資格につ

ながる基礎教育は学士課程において教育す
ることが妥当であるという意見を共有して
いる者で、効果的な教育を行うための教育方
法を開発することを目的にしたものであっ
た。近年の少子化による助産師実習施設の制
約、助産師免許のない学生の臨地実習におけ
る学習範囲の制約などから、在学中に分娩介
助 10 例を経験することが義務づけられてい
る助産師の基礎教育においては、学士課程の
みならず、専攻科や大学院における教育にお
いても産婦ケアに関する教育の困難さは共
通する部分も大きく、効果的な教育方法の開
発は大変重要である。また、正常に経過する
妊産褥婦のケアに関する能力の育成は大学
或いは専攻科、大学院などのどのような教育
課程においても助産師の基礎教育において、
基本である。従って、本研究で開発した教育
方法はどのような教育課程においても助産
師の基礎能力を育成するには有効であると
考えられる。 
 
２．研究の目的 

看護系大学の学士課程における助産学専攻
学生の分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目
標にした教育方法を開発することを目的とす
る。その目的を達成するために、段階的に下
記の目的を設定して取り組む。 

１）看護学士課程で、統合カリキュラムによ
って助産師教育を行っている大学におい 
て、分娩介助を含む産婦ケア能力育成を
目標とする教科目の教授・学習方略の実
態調査を基に、実習全教育と自習の教育
の連続性、関連性を考慮して、効果的な
教育方法について考案する。 

      ２）分娩介助を含む産婦ケア能力の到達目標 

を効果的に達成するために、実習中の経 

験に比例した能力の達成度を調査し、其 

れを基に、教員及び実習指導者の連携に 

よる効果的な教育方法及び、評価方法を 

考案する。 
３）分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目標

にした授業（講義、演習、実習、自己学
習）に活用可能な ICT 活用などによる効
果的な教材開発を行う。 

 
３．研究の方法 
１）研究組織を次の 3班に分担して取り組ん

だ。 
第１班： 
産婦ケア（分娩介助を含む）に関する教育 

方法のうち実習前における学内演習の教育
方法について、実態調査をもとに、効果的な
教育方法を考案し、試行の後最終案を作成す 
る。  
第２班： 

産婦ケア実習における分娩介助事例へのケア
経験数に比例した能力の習得状況を調査し、そ
れに基づいて、効果的な教育方法や評価方法を
検討する。 

  第３班： 
助産師学生が産婦ケアに必要な能力を習得す 

るために効果的な ICT 教材を開発することを目
標に、既存の教材の有効性の調査結果に基づい
て、開発する教材の内容や種類を検討し、ICT
教材を考案する。 
２）研究メンバーが全国に分散していることか

ら研究の途中経過をタイムリーに且つ情報
交換するために遠隔装置を 4 カ所に設置し
てテレビ会議を行った。 

 
４．研究成果 

 所期の目的を達成すると同時に、各班共に、
年度毎の研究の成果から次年度への新たな研
究課題を見いだし、新たな成果を見いだすと
いうプロセスを経て 3 年間の研究を終了し
た。各班の 3年間の結果は下記の通りである。 

第１班： 

実習前の教育方法として分娩見学を学内演
習前に行い、そのリフレクションによる学び
を深めさせた後に、OSCEによる学びを深める
教育方法を考案した。この班の研究成果の意
義は、産婦ケアのうち第２期の分娩介助を含
むケアについての効果的な教育方法として、
分娩見学と OSCE を連動させて学びを深める
内容にしたことと OSCE の効果を上げるため
に分娩監視装置に改良を加えて、臨場感を持
たせるように工夫したことがあげられる。こ
の班の３年間の研究プロセスは、次の通りで
ある。 

①看護系大学における助産師教育課程の産
婦ケアに関するカリキュラム調査を行っ
た。 

②その結果に基づいて、実習前の学内演習の
教育方法に焦点を当てることにして、その
効果的な方法について検討をした。 



③検討の第１段階として、学生の「分娩介助
に関する学内演習」前の学生の知識レベル
を調査した後に、分娩第２期の従前の教育
方法を行った後に学生の知識や技術、態度
の習得レベルを調査し、既存の学習方法の
弱点を明らかにした 

④それらの結果を基に、学生の取得レベルを
あげるための教育方法として分娩見学を
学内演習前に設定して、実際の産婦ケアへ
のイメージを有して各自の学習課題を明
確にして、学内演習に臨むことを期待し、
OSCE において学習するというプロセスの
教育方法を考案した。その際に、OSCEに使
用する分娩監視装置に児心音を聞けるよ
うに改良を行うことで新たな教材開発を
行った。 

第２班： 

産婦ケア能力育成を目標にした助産実
習における能力の到達度評価表を作成し、
産婦ケアの経験例数毎の到達度を判断、予
測、援助の３側面から能力を明らかにし
た。 

学生は産婦ケアの経験 1 例目から 8 例目
までは経験毎に能力を伸ばして 8 から 10
例目になると「指導を受けて実施できる」
レベルに概ね到達することができる。しか
し、かなりの個人差があり、10 例目でも「指
導を受けて実施できる」レベルに到達し得
ない項目も存在していた。例数で、産婦ケ
ア能力の評価をすることより、能力として
の到達を評価する方向性にシフトするこ
との重要性を提言したい。その際に、判断、
予測、援助の 3 側面からみて、助産基礎教
育として重視すべき部分と、例数を重ねる
ことで伸びていく部分を認識することが
あった。 

臨床指導者や教員の評価は、学生の自己
評価よりも良い傾向にある。しかし、多く
の指導者は、自分の指導にこれでよいのか
という課題をもっていることからも、指導
上の工夫を本研究結果から示した。 

各年度の取り組みは下記の通りである。 

①助産師教育における到達目標を整理し、
看護系大学の学部で助産師教育を行っ
ている教員の語りから、実習前、中、後
の教育に関する実態を調査した。 

②教員、実習指導者、学生を対象に、助産
実習が終了した時点でそれぞれの集団
にグループフォーカスインタビューを
行い、学生の学習過程やその認識、教員
の実習指導への認識や役割等について
調査した。 

③上記の調査結果から産婦ケアの実習評
価表の作成、実習指導体制の明確化を行
った。 

④実習病院の実習指導者研修を行い、実習
指導体制及び評価表の理解を促した。 

⑤学生の産婦ケアの経験１～２，５，８．
10 例目の評価を学生の自己評価、実習指
導者による評価をデータ収集し、学生の
能力習得過程を調査した。 

⑥上記方法を対象範囲を拡大して実施す
る一方で、指導方法にも工夫を加えて、
実施した結果を前年度の実習評価結果
と比較して学生間の差や指導者の指導
方法などによる差を明らかにした。 

第３班： 

産婦ケアに関する ICT 教材の開発を目的
に、既存の教材分析によって、分娩介助に
おける左右の手掌圧に着目して、児頭の産
道内下降に応じて手掌圧をどのように変
化させるのかを学習できる視聴覚教材を
開発することとし、取り組んだ結果、業者
との連携によって CD 教材の開発のめどを
つけることができた。その成果を得るため
に次のようなプロセスが必要であった。 

①既存の模型、CD 教材などの長所、短所を
分析した。 

②左右の手掌圧の変化を[見える化]する
教材作成に目的を絞る。 

③学生並びに、ベテランの助産婦の手掌圧
の変化を観察するための専用の実験用
具（圧センサー）を整え、実験設計を行
い、モニターカメラで観察して、そのデ
ータを分析した。それらの実験は東北大
学工学部の教授の協力によって、修士課
程の学生の参加を得て、行った。 

④実験結果から、左右の手掌の協働作業、
左右の 5 指の圧が、母親の会陰の状態つ
まりは児頭の下降に従って、協働しなが
ら変化する状態を視覚的に表現できる
ことを明らかにした。 

⑤それらのデータを基に、助産師学生対象
の教材として、開発することの意義や方
法について検討した。 

⑥助産師の教材作成会社に相談し、開発可
能性について協議をした結果、CD とし
て作成することができるとの結論を得
たことから共同開発をすることになっ
た。 
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